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 『読者への挑戦』とは…  

 「読者への挑戦」はエラリー・ク

イーンの国名シリーズ第一作『ロー

マ帽子の謎』からスタートしている。

いわゆる「問題編」と「解答編」が

分かれているような作りのミステ

リであって、この部分までに犯人等

が推理できるように全ての手掛か

りが読者の前に提示されていると

いう作者の宣言である。 

 「本格謎解きミステリ」の典型的

な形として定着しており、特に日本

では好まれる傾向にある。ただ実際

にこの形を書き続けることは難し

い。サプライズ・エンディングを目

指すならば、最後の最後まで隠して

おいた方がよい事象もあるはず。

「読者への挑戦」を入れようとすれ

ば作品作りのハードルが高くなる

のは間違いない。 

『犯人当てミステリ』の例 

 「読者への挑戦」を含めて「犯人

当てミステリ」をネット上で検索し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てみるといろんな作品が挙げられ

ている。中には「クイズ本」みたい

なものもあるようだ。 

 右の表に挙げたものは代表的な

作品であり、私は全部読んでいる。

ただ、容疑者が２～４人と少ないも

のから、１０人以上いる混乱状態の

ものまで中身はさまざまである。何

人かで「犯人当て」ゲームを競うと

するならば、難易度にはかなり差が

あると言ってよい。 

私は「読者への挑戦」で立ち止まらない 

 普段、私は「読者への挑戦」があ

るからと言ってそこで立ち止まっ

たりはしない。物語の一番の山場に

差し掛かった時は一気に結末まで

行ってしまいたいと願う。私は基本

的には、「謎を解こう」の意識より

は「びっくりさせられたい」の意識

の方が強いので。 

 「読者への挑戦」があろうがなか

ろうが、ミステリの評価に大きな影

響はない。右上の表に掲げた作品は

ミステリとしてよく考えられた名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作ぞろいである。読む人それぞれの

楽しみ方をしてほしいものだ。 

未読の作品について 

 左側に私の未読の本を並べてみ

た。「犯人当て」の例としてネット

上に挙げられているものである。比

較的新しい作品ばかり。『このミス』

ランキングに入るようなベストセ

ラー本ではない。 

 本の手に入りやすさは多少差が

あるか。小さな出版社の本もあるよ

うだし。まだ、文庫本になっていな

いものもある。読んでみたら全くの

「バカミス」だったりして…。 

 ここに挙げられていない作品を

自分なりに探すのも楽しみである。

「おっこれは犯人当てに使えそう

だぞ！」 新発見！！ そんな出会

いを期待したい。 

犯人当て・読者への挑戦 
前号３８９号で「犯人当てミステリ」の話になり、青崎有吾の『水族館

の殺人』を取り上げた。そこでネット上で「読者への挑戦」や「犯人当て

ミステリ」で検索をかけてみた様子を記してみようと考えた。 
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犯人当てミステリ代表作 
不連続殺人事件  坂口安吾 

人形はなぜ殺される 高木彬光 

呪縛の家     高木彬光 

黒白の囮     高木彬光 

蝶々殺人事件   横溝正史 

殺しの双曲線  西村京太郎 

朱の絶筆     鮎川哲也 

七十五羽の烏   都筑道夫 

鬼面の研究    栗本 薫 

占星術殺人事件  島田荘司 

殺人方程式    綾辻行人 

鳴風荘事件    綾辻行人 

月光ゲーム   有栖川有栖 

孤島パズル   有栖川有栖 

雪密室     法月綸太郎 

佐渡・密室島の殺人 深谷忠記 

どちらかが彼女を殺した 東野圭吾 

私が彼を殺した  東野圭吾 

０の殺人    我孫子武丸 

体育館の殺人   青崎有吾 

〇〇〇〇〇〇〇〇殺人事件 早坂 吝 

万能鑑定士Ｑの謎解き 松岡圭祐 

浜村渚の計算ノート３と 1/2さつめ 青柳碧人 

紅蓮館の殺人  阿津川辰海 

硝子の塔の殺人 知念実希人 

 

私が未読の「犯人当てミステリ」の例    以下に挙げる作品

は、現在のところ私が「未読」の作品である。未読なので、本当に「犯

人当て」に相応しいかどうかは保証しない。ネット上のデータから推測。 

・中町信「三幕の殺意」 ・歌野晶午「放浪探偵と七つの殺人」 

・霧舎巧「名探偵はもういない」 ・倉知淳「星降り山荘の殺人」 

・深水黎一郎「エコール・ド・パリ殺人事件」 ・門前典之「屍の命題」 

・辻村深月「冷たい校舎の時は止まる」 ・古野まほろ「群衆リドル」 

・幡大介「猫間地獄わらべ歌」 ・乾くるみ「嫉妬事件タロットシリーズ 5」 

・倉坂鬼一郎「42,195-すべては始めから不可能だ」  

・柄刀一「マスグレイヴの島」 ・方丈貴恵「時空旅行者の砂時計」 

・清涼院流水「ジョーカー」 ・関田涙「蜜の森の凍える女神」 

・周木律「眼球堂の殺人 The Book~」 ・氷川透「真っ暗な夜明け」 

ここに挙げた作者は「本格謎解き」重視の人が多いので、別の作品でも

「読者への挑戦」を入れたものがあるかもしれない。 

周木律『双孔堂の殺人～Double Torus』 浅ノ宮遼『情無連盟の殺人』 


